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　平成22年度から、「燃えるゴミ」「その他不燃物」の分別方法が、次のとおり変更になります。
　名田庄地域の「その他不燃物」については、小浜市深谷の「小浜市リサイクルプラザ」で処理をお願いする
ことから、小浜市との協議により、4月から実施します。
　また、大飯地域の「その他不燃物」および町全域の「燃えるゴミ」については、毎年７月に資源ゴミ指定袋
の無料配付を行っていることに合わせて、8月から実施します。
　なお、これらのゴミ以外の分別については、これまでどおりお願いします。

●
名
田
庄
地
域
・
・
・
平
成
22
年
4
月
か
ら

●
大
飯
地
域　

・
・
・
平
成
22
年
8
月
か
ら

その他不燃物その他不燃物
●ゴミの内容
陶器、靴、ゴム、傘、ガラス類、化
粧品のビン、ビデオテープなど

※注意事項
●家電リサイクル対象品目（テレビ、エアコン、洗濯機、冷蔵庫、冷凍庫、
衣類乾燥機）のほか、パソコンもゴミとして出すことはできませんので、メー
カー等に引き取ってもらってください。

指定袋（透明色）
月１回収集
（毎月　第４水曜日）

金物金物
●ゴミの内容
鍋、やかん、包丁、鎌、はさみ、ト
タン板、鉄くず、一斗缶、鍋焼きう
どん等のアルミ製容器、アルミパネ
ル、口金、自転車、ストーブ、ガス
コンロ、電子レンジ、掃除機、縫い針、
電子ゲーム、電源アダプター、電話
機など

※注意事項
●缶類以外の金物を入れてください。
●ストーブの油は必ず抜き取ってください。
●刃物類、針などは、新聞紙に包むなどして危険のないよう工夫して出して
ください。

指定袋（ピンク色）
⇒名田庄地域　３月・7月配付
⇒大飯地域　　７月配付
月１回収集（毎月　第２金曜日）

そ
の
他
不
燃
物

そ
の
他
不
燃
物
（
実
施
時
期
）

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

埋
め
立
て
処
分

埋
め
立
て
処
分×
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（
実
施
時
期
）
●
町
全
域
・
・
・
平
成
22
年
8
月
か
ら

■お問い合わせ　生活環境課　☎77・1111■お問い合わせ　生活環境課　☎77・1111

燃えるゴミ燃えるゴミ
●ゴミの内容
生ゴミ、紙おむつ、食用油（固める
などしたもの）、木くず類（棒切れ、
板くず、割り箸）、布類（古い服、
ボロ布）ラップ類、銀紙など

※注意事項
●生ゴミは水をよく切ってから出してください。
●てんぷら油などの食用油は、固めるか新聞紙等に染み込ませて出してください。
●布類はできるだけ各団体の資源回収に出してください。

指定袋（緑色）
週２回収集
（毎週　月・木曜日）

その他紙その他紙
●ゴミの内容
紙箱、包装紙、広告紙、紙筒、封筒、
紙袋など紙で出来ているもの

マークの付いた紙製容器包
装や、マークが無くても明ら

かに紙で出来ているもの

※注意事項
●紙以外で出来ている部分がある場合は取り除いてください。
●ティッシュペーパーは「燃えるゴミ」に出してください。
●汚れたもの、コーティングされたもの、銀紙、感熱紙、カーボン紙等は「燃
えるゴミ」に出してください。
●新聞、雑誌類はできるだけＰＴＡや各団体の資源回収に出してください。

指定袋（紫色）
⇒町全域　７月配布
月２回収集
（毎月　第１・３金曜日）

段ボール段ボール
●ゴミの内容
段ボール

※注意事項
●できるだけ PTA
や各団体の資源回収
に出してください。

指定袋なし
ひもで結束
月２回収集
（毎月　第１・３金曜日）

燃
え
る
ゴ
ミ

燃
え
る
ゴ
ミ

焼
却
処
分

焼
却
処
分

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル
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１．人件費（普通会計決算）（人口は平成２１年３月３１日現在）
区分 住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率(Ｂ/Ａ) 19年度（参考）

20年度 8,884人 １０２億4,807万円 １３億7,084万円 １３．４％ １１．９％

２．職員給与費（普通会計決算）

区分 職員数（Ａ）
給与費 １人当たり

給与費（Ｂ /Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

20年度 １７８人 ６億2,533万円 6,902万円 ２億2,252万円 ９億1,687万円 ５１５万円

３．ラスパイレス指数
区分 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

ラスパイレス指数 89.1 89.5 89.8 89.3

４．初任給
区分 一般行政職 技能労務職

高校卒 140,100円 125,400円

大学卒 161,600円 ー

５．学歴・経験年数別平均給与月額（平成２１年４月１日現在）
区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 231,757円 265,950円 309,083円

高校卒 202,360円 255,275円 281,286円

６．平均給料月額および平均年齢（平成２１年４月１日現在）
区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 296,620円 334,885円 ４１．８歳

７．期末・勤勉手当（平成２０年度支給割合）
区分 ６月期 １２月期 計

期末手当 1.4 月分 １．６月分 ３．０月分

勤勉手当 ０．７５月分 ０．７５月分 １．５月分

おおい町人事行政の運営等の
状況を公表します
　町では、人事行政について、町民の皆さんにその運営の状況を明らかにしながら、更なる適正化を進めています。
　条例や町議会における予算の審議を通じて公表されていることとあわせて、町民の皆さんにより一層ご理
解いただくため、今月号と来月号の２回に分けて人事行政の運営等の状況をお知らせします。
※その他の詳細な項目については、町のホームページで公表しています。

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。

※特別職および公営企業等会計部門を除く。

※給与月額は、給料月額に職員手当の額を加えたものです。
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８．職員手当（平成２１年度分）
区分 内容

扶養手当（月額）

配偶者　　　13,000円
配偶者以外1人目　　　6,500円（配偶者がいない場合は11,000円）　
　　〃　　 ２人目以降　6,500円
※満１5歳年度初めから満２２歳年度末までの子１人につき5,000円を加算

住居手当（月額） 世帯主である職員に自宅の新築・購入から５年間2,500円（平成21年 12月から廃止）
借家12,000円を超える家賃の額に応じ、最高27,000円まで

通勤手当（月額） 通勤距離２km以上で距離に応じて2,000円から24,500円まで

宿日直手当（１回） 4,200円

管理職手当（月額） ・課長級　　　　39,700円～51,900円
・課長補佐級　　20,500円～31,700円

９．特別職の報酬等（平成２０年度分）
区分 町長 副町長 教育長 議長 副議長 議員

給料・報酬月額 850,000円 670,000円 560,000円 300,000円 245,000円 235,000円

期末手当月数 ３．３月分 ３．１月分

１０．部門別職員数（平成２１年４月１日現在）
区分 職員数

対前年増減数
部門 平成２０年度 平成２１年度

一
般
行
政

議会 ３ 3

総務 ５４ 53 △1

税務 ７ 8 1

民生 ２６ 27 1

衛生 １４ 14

労働 0 0

農林水産 17 19 ２

商工 4 4

土木 8 7 △１

小計 133 135 ２

特
別
行
政

教育 46 43 △ 3

消防 0 0

小計 46 43 △ 3

公
営
企
業

病院 5 6 1

水道 3 3

下水道 5 5

その他 8 8

小計 21 22 1

合計 200 200

１１．年次別職員数
区分 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

職員数 214人 204人 200人 200人

対前年増減数 － △10 △4 ー

※期末手当は、給料・報酬月額に役職加算を乗じたものを基礎額とします。
※上記の公表金額は、税や各種保険料等を差し引く前の金額で、いわゆる手取り額ではありません。

※条例に定められている職員定数は220人



66

名田庄診療所長　中村伸一

　

う
ち
の
診
療
所
に
は
若
い
医
師

が
一
カ
月
交
代
で
や
っ
て
き
ま

す
。
た
ま
に
医
学
生
や
看
護
学
生

も
や
っ
て
き
ま
す
。
若
い
人
が
頑

張
る
姿
は
、
そ
ば
で
見
て
い
て
清
々

し
い
で
す
。
医
師
に
な
っ
て
21
年

目
に
な
り
、
も
う
若
手
と
は
呼
ば

れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
私
に
と
っ

て
、
若
い
彼
ら
の
勢
い
は
う
ら
や

ま
し
い
限
り
で
す
。

　

短
期
間
で
も
「
何
か
を
つ
か
も

う
」「
少
し
で
も
学
ぼ
う
」「
何
か

の
役
に
立
と
う
」
と
す
る
姿
勢
や
、

た
ゆ
ま
な
い
向
上
心
は
、
こ
ち
ら

に
も
ビ
シ
ビ
シ
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

身
の
程
知
ら
ず
で
無
謀
な
く
ら

い
の
向
上
心
は
、
若
者
の
特
権
で

す
よ
ね
。
矢
沢
永
吉
的
に
「
オ
レ

は
こ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
ね
ー
！
今
に

世
の
中
見
返
し
て
ビ
ッ
グ
に
な
っ

て
や
る
」
く
ら
い
で
ち
ょ
う
ど
い

い
ん
で
す
よ
（
笑
）。

　

た
だ
、
若
い
人
た
ち
は
彼
ら
な
り

に
悩
み
苦
し
む
こ
と
も
多
い
ら
し

い
の
で
す
。
向
上
心
が
高
い
こ
と
、

つ
ま
り
上
昇
志
向
が
強
い
こ
と
自

体
は
よ
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
れ

と
現
状
の
自
分
を
比
べ
て
、
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る

よ
う
で
す
。
あ
り
た
い
自
分
と
今
の

自
分
の
差
が
あ
り
す
ぎ
る
の
で
す

ね
。
昔
の
私
も
そ
う
で
し
た
。

　

そ
れ
な
ら
、
向
上
心
な
ん
て
な

け
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ

ん
な
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
向

上
心
は
前
向
き
に
生
き
る
た
め
の

ア
ク
セ
ル
で
す
か
ら
。

　

で
も
、
ア
ク
セ
ル
、
つ
ま
り
矢
沢

永
吉
だ
け
で
は
さ
す
が
に
疲
れ
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
に
必
要
な
の
が

ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
レ
ー
キ
で
す
。
そ

の
ブ
レ
ー
キ
と
は
バ
カ
ボ
ン
の
パ

パ
の
よ
う
に
「
そ
れ
で
い
い
の
だ
」

と
今
の
自
分
を
認
め
る
こ
と
で
す
。

　

車
は
ア
ク
セ
ル
だ
け
で
は
運
転

で
き
ま
せ
ん
。
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー

キ
の
両
方
を
扱
っ
て
は
じ
め
て
運

こ
ち
ら

 　

な
ご
み
診
療
所

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の  

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ

〜
右
手
に
矢
沢
永
吉
、

　

     

左
手
に
バ
カ
ボ
ン
の
パ
パ
〜

転
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
過
ぎ
る
と
ス

ピ
ー
ド
が
出
す
ぎ
て
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ブ
レ
ー
キ
ば
か
り
踏

ん
で
い
て
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て

も
前
に
進
め
ま
せ
ん
。

　

悩
め
る
若
い
医
師
や
医
学
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
は
「
右
手
に

矢
沢
永
吉
、
左
手
に
バ
カ
ボ
ン
の

パ
パ
を
持
っ
て
、
う
ま
く
出
し
入

れ
す
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
ら
を
鼓こ

ぶ舞
す
る
た
め
の
矢

沢
永
吉
と
自
分
を
認
め
て
く
れ
る

バ
カ
ボ
ン
の
パ
パ
が
い
れ
ば
、
そ

れ
ほ
ど
悩
み
苦
し
ま
ず
、
上
手
に

生
き
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
と
、
こ
れ
は
若
者
に
限
ら

ず
、
人
と
接
す
る
際
の
自
分
の
役

割
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
ア

ク
セ
ル
を
踏
ま
な
き
ゃ
な
ら
な
い

タ
イ
プ
の
人
に
は
矢
沢
永
吉
に
な

り
き
っ
て
「
今
の
状
況
に
満
足

せ
ず
に
、
も
っ
と
気
合
い
入
れ

ろ
ー
！
」
っ
て
な
感
じ
で
接
す
る

し
、
少
し
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
方

が
い
い
人
に
は
バ
カ
ボ
ン
の
パ
パ

の
ご
と
く
「
ま
ぁ
、
え
え
ん
や
な

い
の
。
そ
ん
な
に
頑
張
ら
ん
で

も
」
っ
て
な
感
じ
で
力
抜
い
て
つ

き
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
知
恵

を
若
者
に
教
え
る
年
齢
に
私
も

な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

な
ご
み
診
療
所　

　
　
　

☎
77
・
２
７
５
３

介
護
老
人
保
健
施
設　

　

☎
77
・
３
１
８
４

　
　
　
　
　
　

※
電
話
受
付
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

医
療
施
設
と
携
帯
電
話

診療放射線技師
海透　史郎

　

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
つ
い
最
近
ま
で
、
全
国
的
に

ど
の
病
院
で
も
施
設
内
で
の
携
帯
電

話
の
使
用
は
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
携
帯
電
話
か
ら
発
生
す
る
電
波

が
、
医
療
機
器
に
影
響
が
あ
る
こ
と

か
ら
禁
止
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

医
療
機
器
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

総
務
省
が
調
査
し
た
結
果
、『
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
22
㎝
以
上
離
す
こ

と
』
と
い
う
指
針
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
全
国
の

病
院
は
施
設
内
使
用
禁
止
か
ら
あ
る

程
度
場
所
を
限
定
し
て
使
用
し
て
も

よ
い
、
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

た
だ
、
使
用
可
能
と
は
な
っ
た
も

の
の
、
病
院
内
で
使
用
す
る
こ
と
は

マ
ナ
ー
と
し
て
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
確
か
に
、
急
な
用
事
な
ど
で
携

帯
電
話
が
あ
れ
ば
非
常
に
便
利
で
す
。

親
戚
に
連
絡
を
取
り
た
い
と
き
な
ど

は
と
て
も
重
宝
し
ま
す
。
し
か
し
、

具
合
の
悪
い
人
が
い
る
と
こ
ろ
で
携

帯
電
話
の
着
信
音
が
鳴
っ
た
り
、
大

声
で
通
話
す
る
こ
と
で
不
快
な
思
い

を
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
は
医
療
施
設
で
の
携
帯
電

話
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
ど
う
お
考

え
で
し
ょ
う
か
？
な
ご
み
に
お
越
し

の
方
は
マ
ナ
ー
よ
く
携
帯
電
話
を
使

用
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
今
の
状
態
が
続
く
よ
う
に
と
願

い
ま
す
。
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地域包括支援センター通信通信

【
お
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ご
み　

な
ご
み
保
健
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

　
　
　
　

  　
　
　

☎
77
・
２
７
７
０

あ
っ
と
ほ
〜
む
い
き
い
き
館

保
健
福
祉
室　

 　

 

☎
67
・
２
０
０
０

「ふれあいのつどい」や「ふれあいサロン」に出かけて、「ふれあいのつどい」や「ふれあいサロン」に出かけて、
いろんな人とお喋りしたり体を動かしたりして、いろんな人とお喋りしたり体を動かしたりして、
一緒に楽しいひとときを過ごしてみませんか?一緒に楽しいひとときを過ごしてみませんか?

す
べ
て
の
高
齢
者
の
方
へ

足
腰
が
弱
く
な
っ
た
な
…

な
ん
だ
か
気
分
が
沈
み
が
ち
…

と
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
へ

　

介
護
予
防
健
診
と
今
の
ご
自
分
の

生
活
や
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
何
ら
か
の
支
援
が
必

要
か
な
と
い
う
方
に
は
、
理
学
療
法

士
に
よ
る
運
動
指
導
や
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
口
腔
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

●
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　

お
お
む
ね
月
１
回
、
な
ご
み
や
あ
っ

と
ほ
〜
む
い
き
い
き
館
等
で
、
健
康

相
談
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　

地
区
の
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
が
中
心
と
な

り
、
近
く
の
公
民
館
等
に
集
ま
っ
て
お

喋
り
し
た
り
、
健
康
相
談
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
こ
の
他
に
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

を
対
象
と
し
た
健
康
相
談
や
健
康
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
等
が
、
各
種
団
体
の
介
護

予
防
教
室
に
も
出
張
し
ま
す
！

ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

寒
い
季
節
、
家
の
中
で
、
コ
タ
ツ
に
入
っ
て
い
る
時
間
が
と
て
も
幸
せ

に
思
え
ま
す
よ
ね
。
し
か
し
、
家
に
こ
も
っ
て
ば
か
り
だ
と
、
足
腰
が
弱

く
な
っ
た
り
、
気
分
も
沈
み
が
ち
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
こ
で
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
皆

さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

    

元
気
な
う
ち
に

元
気
な
う
ち
に

　
　

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
「
介
護
予
防
」」
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健康とは、病気と元気のバランス
　「老いと向き合う」をテーマに開催された生涯学習講座。
最後の第5回目は、地域のカルテでもおなじみ、名田庄
診療所　中村伸一医師を講師に迎え開催されました。
　「健康というのは " 病気 " があるかないかではなく、
その人が "元気 "かどうかである」と話す先生。
　認知症、寝たきり、介護・・・重くなりがちな話で
すが、先生のユーモア溢れる話し方と、会場の皆さん
と会話をしながら進められていった講座は、終始和や
かな雰囲気のなか、参加者にとって充実した時間となっ
たようです。
（1月 21日　生涯学習講座 「老いと向き合う」
　第５回「病気と元気の素敵な関係」　総合町民センター )

ウォリャー！！！！
　綱引きはルールのあるスポーツです。手当たりしだい
に引っ張れば良いというものではありません。それぞれ
のチームがしっかり作戦を練って挑みます。少しの気の
緩みが勝敗を分けてしまうのでしょう。体力と精神力、
チームワークも必要なようでした。毎試合、歯をくいし
ばって戦う姿に、見ている方まで思わず力が入りました。
　大会結果は次のとおりです。
（男女混合の部）　　（児童の部）
優　勝　岡田区　　優　勝　チーム郁美(佐分利レッドソウル)
準優勝　久坂B　　準優勝　白ゴン (名田庄小学校6年 )

３　位　久坂C　　３　位　本郷バドミントン
（2月 14日　町民綱引大会　総合運動公園体育館 )

一流選手の技を伝授
　日本卓球協会理事の八尾正博氏を講師に実技講習会が
開催され、スポーツ少年団をはじめ、町内の卓球愛好者
約60人が参加しました。
　限られた時間のなか、参加者は、一流選手の技術を少
しでも学ぼうと、卓球の基礎から試合に勝つための技術
までを熱心に学んでいました。
　講評で八尾氏は、「今日学んだ技術を一つでも試合に
生かしてほしい。また、卓球というスポーツを通じて、
技術だけではなく、いろんなことを学んでください」と
述べられました。
（1月 30日　卓球実技講習会　名田庄体育館 )

懐かしいお顔はありませんか？
　東京上野で開かれた関東名田庄会総会・懇親会。懐か
しい話に花が咲きました。総会では、「遠く離れてはい
るものの、この関東の地から、いつもふるさと名田庄の
ことを思っています。おおい町そして名田庄が益々ご発
展されることをお祈りします」と、ふるさとへの思いを
込め、会を代表して森口会長が挨拶されました。
（1月 30日　第 21回関東名田庄会総会・懇親会
　　　　　　　　　　　　　　東京上野「上野精養軒」）
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心を緩めるひととき
　座禅をするときの約束は、「動かない、音を立てない」
こと。体が曲がっていたり、傾いたりしていると、講師
の海岸寺（大島）石崎住職より痛い！？指導が入ります。
座禅の後には、石崎住職が親しみやすい話し方で子ども
たちに語りかけます。座禅をして心を落ち着かせること
のほかにも、日頃のあいさつの大切さや、規則正しい生
活が大切だということ。子どもたちは真剣な眼差しでそ
の言葉に耳を傾けていました。
　座禅がもたらす「無」の時間。大人だけではなく、忙
しい毎日を送る子どもたちにとっても、ゆっくりと流れ
る時間に、心を緩めるひとときとなったようです。
（1月 29日ほか　座禅教室　し～まいる )

早すぎて見えない！？
　大きな体育館。ズラリと並んだ札、札、札。静まりか
える会場。子どもたちはみんな正座をし、じっと札を見
つめ、読み手の声に集中します。そして・・・上の句が
読み上げられると、一斉に反応し、素早い動きで札を取
り合うのです。張りつめた空気に、息をするのも忘れそ
うでした。
　全学年の部、低学年の部合わせて51チーム、155人
が参加したかるた大会。練習の成果は発揮できたかな？
（1月 17日　第４回町子ども会かるた大会　
　　　　　　　　　　　 総合運動公園体育館、格技場 )

レスリングはルールのあるケンカ！
　現役時代には世界大会で数々の好成績を収められ、現
在は日本レスリング協会ジュニア担当コーチをはじめ、
指導者として活躍されている和田貴広氏を講師に迎え行
われた実技講習会には、体の大きな高校生と並び、レス
リング教室に通う子どもたちも参加しました。
　「試合で負けたら、なぜ勝てなかったのか自分を分析する。
自分に厳しく、弱音は吐かない。まず自分自身に負けない
こと。レスリングはそれだけやる価値のあるスポーツ。た
くさんたくさん練習して、自分のものにしてください」
　厳しい格闘技の世界で活躍された和田さんらしい言葉
で、子どもたちへ力強いエールを送ってくださいました。
（2月6日ほか　レスリング実技講習会　総合運動公園格技場)

● 結果 ●（敬称略）
（全学年の部）
優　勝　　野尻A（浦松紅里・城谷敏史・浦松侑祐）
準優勝　　市場A（南　咲帆・伊藤友菜・高尾　迅）
３　位　　久坂A（知見竜喜・北脇悠太郎・永井　元）
４　位　　久坂E（下中倫花・上北　笑・榎穂乃実）

（低学年の部）
優　勝　　小堀・西橋A（佐々木徳也・岩本渉里・渡辺結衣）
準優勝　　岡安A（川尻万智・芝原佑香・治面地光月）
３　位　　市場A（田中夏希・木村優作・高尾咲瑠）
４　位　　久坂A（北脇広大・中村木美・下中太貴）
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木木 金金 土土 サ～クル紹介

松木庄吉への想いを語る（名田庄図書館）

30歳の若さで戦死した、郷土の彫刻家
松木庄吉の思い出を、代表作「朝」のモ
デルを努めた時岡侃

すなお

さん（東舞鶴在住）
と渡辺淳さんが語った。
時岡さんが東京でモデルになった際の

エピソードや同郷の水上勉氏との交流。
松木氏が出征してから娘が生まれたこ

とや過酷な戦場の話しなど、笑いあり涙
ありの内容に会場は耳を傾けていた。
娘の由美さん（大阪市淀川区在住）も

駆けつけ、「父のことが聞けてうれしか
った」と、初めて聞く父の思い出に目を
細めていた。松木庄吉を通じて参加者の
心が一つになった催しだった。

ふるさと交流センターでは、
現在、8つのカラオケサークル
が活動しています。
みんなで集まって交流を深

め、楽しくカラオケをしてスト
レス発散！友達づくりや健康のた
め、興味のある方はいずれかのサ
ークルをのぞいてみませんか？

●ひばり会（金曜・昼）●スミレ会
（土曜・昼）●長寿会（水曜・昼）
●シャンティクラブ（日曜夜・月２回）
●うぐいすクラブ（木曜昼・月２回）
●フレンズ同好会（不定期）●かたろ
う会（水曜昼・月２回）●かのこ会
（火曜・昼） です。

カラオケサークル

佐分利公民館中央公民館
「日本の童謡を歌おう」

13:30～15:00
講師　中尾雍子氏
場所　総合町民センター

13,20

読書会
「源氏物語を読む」

13:30～15:00
場所　名田庄図書館

11

フラダンス教室
19:30～21:30
講師　荒木 和枝 氏
場所　総合町民センター

12,19

ミラクルエレファンツの

野球教室
9:00～12:00
対象　小中学生
場所　総合運動公園野球場　

13

文化少年団活動日
「一年の反省」
10:00～12:00
場所　総合町民センター

ゲートボール教室
13:30～17:00
対象　一般
場所　はまかぜ交流センター

20

ブックスタート
お話し会
13:30～14:00
演じ手　図書館ボランティア
場所　保健センターなごみ

（６ヶ月健診時に実施）
問い合わせ　大飯図書館

25
絵手紙教室
時間　13:00～
講師　渡辺　淳 氏
場所　ふるさと交流センター
申込　佐分利公民館

27

名田庄多聞の会
「貧困と野宿を考える」
19:30～
講師　生田武志 氏
（野宿者ネットワーク代表）
場所　山村開発センター

時間　9:30～11:30
場所　ふれあいぬくもり

センター
対象　小学生、

小学生未満の児童
参加費　100円（保険代）
申込　生涯学習課

おおい町教育委員会事務局
（中央公民館） 177-1150

佐分利公民館　178-1211
大島公民館　　177-3011
名田庄公民館　167-3702
大飯図書館
・史料館　177-2820

名田庄図書館　167-3703

お問い合わせは

20102010

66日日（（土土））

時局講演会
13:30～
講師　坪川常春氏

（フリージャーナリスト）

対象　一般
場所　はまかぜ交流センター

大飯図書館 読み聞かせ講座
13:30～15:30
講師　坪川祥子 氏

お話し会
15:30～16:00

5

町民教養講演会
14:00～15:30
「大人の食育　～テレビの健康
情報のウソ・ホント～」
場所　悠久館

お礼を述べる松木由美さん（中央）
渡辺淳氏（左）、時岡侃氏（右）

講講
師師
　　
佐佐
藤藤
　　
達達
夫夫
氏氏
（（
食食
生生
活活
ジジ
ャャ
ーー
ナナ
リリ
スス
トト
））

場場
所所
　　
総総
合合
運運
動動
公公
園園
内内
　　
悠悠
久久
館館

町町
民民
教教
養養

演演
題題
　　
「「
大大
人人
のの
食食
育育
　　
〜〜
テテ
レレ
ビビ
のの
健健
康康
情情
報報
のの
ウウ
ソソ
・・
ホホ
ンン
トト
」」

３３
月月
2200
日日
（（
土土
））

1144
時時
〜〜
1155
時時
3300
分分
　　



参加者からは、新しい感覚の生け花の
楽しみを満喫できた喜びと、作品を持ち
帰って飾られたところ「花のある生活に
心もワクワクしました」などの心温まる
感想が寄せられました。
今年も、定期的に開催したいと思いま

すので、お気軽に参加ください。

月月 火火 水水日日
33月

布絵本の会
9:30～11:30

場所　名田庄図書館

8
うみりんカップ

バドミントン大会
8:45～　開会式
対象　町民一般
場所　総合運動公園体育館

7

町民レスリング
選手権大会

9:30～
対象　町民一般
場所　総合運動公園格技場

14

紙しばいコンクール
表彰式・上演会

ブックスタート
ブランケットファミリー

9:30～11:30
場所　名田庄図書館

愛護センター
大飯支部巡回指導

17:00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

15

なかよしらんど
11:30～17:30＜予定＞
（放課後児童の一時あずかり）
場所　あっとほ～むいきいき館

24

愛護センター
大飯支部巡回指導

17:00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

30

2日、9日、16日
◆幼児・児童コース　19:30～20:15
◆一般コース　20:30～21:30
講師　ローラ・アレン、ムニ・コナー
場所　総合町民センター

中
央
公
民
館

英
会
話
教
室

花のある生活で気分転換（中央公民館）

1月23日に、冬に花のある生活をテー
マに「フラワーアレンジメント教室」を
開催しました。（昨年、12月には新年の玄関
を飾る花を実施）
花の少ない冬場に「花のある生活で気

分を変えてみませんか」というキャッチ
フレーズで募集しました。11

いきいき教室
（町内バス視察研修）
①9:30～　②13:30～
申込　佐分利公民館

3

お詫び
日にちと曜日とが同じ欄に

なるように編集しております
が、紙面の制約上、無理な場
合は囲みを入れたり色を変え
て表示しております。
ご了承ください。

布えほんサークル活動
13:30～15:30
対象　一般・ボランティア
場所　大飯図書館

21

子どもの本を読む会
10:00～11:30
対象　一般

場所　大飯図書館

卒業おめでとう！

講講
師師
　　
佐佐
藤藤
　　
達達
夫夫
氏氏
（（
食食
生生
活活
ジジ
ャャ
ーー
ナナ
リリ
スス
トト
））

場場
所所
　　
総総
合合
運運
動動
公公
園園
内内
　　
悠悠
久久
館館

講講
演演
会会若狭東高校放送部制作

作品上映会
（NHKコンクール5位入賞）
13:30～15:00
場所　山村開発センター
問い合わせ　名田庄公民館

上映作品紹介
・「桜に込めた想い」（ハンセ
ン氏病を扱った入賞作品）

・「白百合の君」（郷土の歌人・
山川登美子を取材した作品）

・「炭と共に」（町在住の人を
取材した作品）・「忍～現代
に生きる～」など予定。

アートフラワーで
「花壇」づくり

13:30～15:30
内容　手芸
対象　幼児（保護者同伴）・児童
材料費　100円

演演
題題
　　
「「
大大
人人
のの
食食
育育
　　
〜〜
テテ
レレ
ビビ
のの
健健
康康
情情
報報
のの
ウウ
ソソ
・・
ホホ
ンン
トト
」」

３３
月月
2200
日日
（（
土土
））

1144
時時
〜〜
1155
時時
3300
分分
　　

生生
涯涯
学学
習習
カカ
レレ
ンン
ダダ
ーー

13,20

11

12,19

13

20

25 27

66日日（（土土））

5

講講
師師
　　
佐佐
藤藤
　　
達達
夫夫
氏氏
（（
食食
生生
活活
ジジ
ャャ
ーー
ナナ
リリ
スス
トト
））

場場
所所
　　
総総
合合
運運
動動
公公
園園
内内
　　
悠悠
久久
館館

演演
題題
　　
「「
大大
人人
のの
食食
育育
　　
〜〜
テテ
レレ
ビビ
のの
健健
康康
情情
報報
のの
ウウ
ソソ
・・
ホホ
ンン
トト
」」

３３
月月
2200
日日
（（
土土
））

1144
時時
〜〜
1155
時時
3300
分分
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■おおい町役場■おおい町役場

　℡77-1111（代）
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所■名田庄総合事務所

　☎ 67-2222（代）

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」

   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155（代）

■あっとほ～むいきいき館■あっとほ～むいきいき館

   （保健福祉室）
　☎ 67-2000（代）

■ iネットぴあプラザ■ iネットぴあプラザ

   （電子情報課）
　☎ 77-9030

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
「
口
座

振
替
」
が
便
利
で
お
得
で
す
。
口
座
振

替
の
お
申
し
込
み
は
、
各
金
融
機
関
の

窓
口
、
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。お
申
し
込
み
の
際
に
は
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得

☎

　

平
成
22
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次
の

方
々
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

▼
人
権
擁
護
委
員

　

角
野
元
保
さ
ん
（
青
戸
）

　

宮
本
惠
子
さ
ん
（
笹
谷
）

▼
任
期

　

平
成
24
年
12
月
31
日
ま
で

◎
人
権
擁
護
委
員
は
、
正
し
い
人
権
の

考
え
方
を
広
め
、
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵

さ
れ
な
い
よ
う
、
各
種
普
及
・
啓
発
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
、
早
川　

治
さ
ん
（
名
田
庄
三
重
）、

安
田　

治
さ
ん
（
名
田
庄
久
坂
）
が
平

成
20
年
10
月
１
日
付
け
で
委
員
に
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

角
野
さ
ん
、
宮
本
さ
ん

☎

基
礎
年
金
番
号
の
記
入
と
金
融
機
関

届
出
印
の
押
印
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
敦
賀
年
金
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
お
い
町
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

の
平
成
21
年
度
分
の
申
請
は
、
手
続

き
の
都
合
上
、
な
る
べ
く
平
成
22
年

３
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
注
意　

平
成
21
年
度
分
の
治
療

費
に
か
か
る
助
成
は
平
成
22
年
３
月

31
日
（
水
）
ま
で
に
申
請
受
付
し
た

分
が
該
当
と
な
り
ま
す
。
３
月
12
日

（
金
）
ま
で
に
手
続
き
が
で
き
な
い
場

合
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の

申
請
は
お
早
め
に☎

氏名 住所 専門委員会
堀口　巧 神崎 農政
岡　久雄 名田庄井上 農政
木村　秀樹 名田庄小倉 農政
池田　寛治 尾内 農地
小原　好一 岡田 農政
森内　正美 名田庄下 農地
藤原　健治 三森 農政
中谷　洋子 名田庄井上 農地
西　忠彦 名田庄下 農政
藤田　照彦 長井 農地
青井　壽男 野尻 農地
上團　英廣 久保 農政
中野　岩二郎 名田庄納田終 農地
新谷　欣也 川上 農地
民安　記一 石山 農地・農政
中塚　好美 名田庄三重 農政
田中　照彬 笹谷 農政
松宮　利廣 長井 農地
田中　廣 父子 農地

徳庄　よし子 長井 農政
寺本　淸二 畑村 農地

農業委員決まる
農業委員が下記のとおり決まりました。
会長に民安記一さん、職務代理者に西忠彦さんが
それぞれ選任されました。
　※農地　⇒　農地専門委員会
　※農政　⇒　農政・農振・改良専門委員会

（議席番号順　敬称略）

　

嶺
南
地
域
の
児
童
・
生
徒
を
対
象

に
、
宇
宙
へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　
　
　

小
学
４
年
〜
中
学
２
年

▼
募
集
期
間　

３
月
31
日
ま
で

　

申
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
宇
宙
少
年
団

「
若
狭
流
星
分
団
」
団
員
募
集

☎

①予防の基本・・・手洗いのすすめ
・誰にでもできる予防法です。
外出後やトイレの後、食事の前
などは、石鹸を十分に泡立てて
正しい手洗いをしましょう。

②やっつけろ！・・・加熱と消毒で
・食品は 85℃以上で１分
以上加熱。
・調理器具等は、殺菌して
二次感染を防ぎましょう。

③感染拡大防止・・・慎重かつスピーディに
・便や吐物の処理は乾燥しないうち
に。感染源となりうるものは残ら
ず確実に処理しましょう。

ノロウィルス攻略のために
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三さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

碧
木
星

　

運
気
は
内
実
も
非
常
に
好
調

で
思
い
の
ま
ま
と
も
言
え
そ
う
。

焦
ら
ず
着
実
に
進
め
ば
成
果
は

目
前
。
た
だ
好
機
を
逃
さ
ぬ
よ

う
万
全
の
対
策
が
必
要
。
し
か

し
濡
れ
手
に
粟
は
禁
物
。

　
　

一い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

白
水
星

　

運
気
は
中
宮
星
と
相
性
と
な

り
上
昇
の
可
能
性
は
高
い
。
慎

重
に
日
時
を
選
び
そ
れ
ぞ
れ
の

実
行
に
移
る
の
が
良
策
。
た
だ

し
北
西
の
乾
の
方
角
の
事
業
は

注
意
が
必
要
。

　
　

二じ

こ

く

ど

せ

い

黒
土
星

　

運
気
は
非
常
に
旺
盛
な
り
。

余
計
な
愚
痴
よ
り
も
ひ
た
す
ら

作
業
に
専
念
す
る
時
な
り
。
暴

挙
は
禁
物
な
れ
ど
、
多
少
の
無

理
も
心
を
鬼
に
し
て
通
す
こ
と

も
必
要
な
時
は
あ
る
。

3月の運気
（3月 6日～ 4月４日まで）（3月 6日～ 4月４日まで）

　
　

六り
く
は
く
き
ん
せ
い

白
金
星　

　

運
気
は
や
や
低
迷
気
味
と
な

る
。
し
か
し
、
さ
ほ
ど
気
に
す

る
事
無
く
平
常
心
で
物
事
に
対

処
す
る
ほ
う
が
先
は
明
る
い
。

た
だ
、
大
事
の
事
は
も
う
少
し

時
期
を
待
つ
の
が
賢
明
。

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

運
気
は
頗
る
旺
盛
と
な
り
万

事
殊
を
進
め
る
も
好
機
。
た
だ

中
途
で
多
少
の
遅
延
が
起
こ
る

が
焦
ら
ず
他
人
に
責
任
を
被
せ

ず
自
身
の
事
と
し
て
行
動
す
る

の
が
良
策
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

運
気
は
前
半
に
や
や
暗
雲
低

迷
状
態
と
も
な
る
が
後
半
は
晴

れ
前
途
も
輝
く
。
焦
ら
ず
好
機

を
待
ち
丁
寧
に
行
動
を
す
れ
ば

成
果
は
良
好
。
移
り
気
を
起
こ

せ
ば
効
果
は
大
き
く
減
る
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

運
気
は
一
転
し
て
暗
雲
の
闇

に
覆
わ
れ
て
き
た
。
作
業
は
一

時
停
止
し
、
好
機
を
待
つ
の
が

順
当
な
方
策
。
無
理
を
通
す
と

損
害
が
広
ま
る
。
軽
挙
妄
動
は

慎
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

運
気
は
今
月
も
上
昇
し
順
調

に
い
き
そ
う
。
身
辺
で
も
悦
び

ご
と
が
期
待
で
き
る
。
分
外
の

野
望
は
捨
て
手
堅
く
一
歩
一
歩

進
む
事
が
今
は
肝
要
。
北
方
は

や
や
危
険
要
注
意
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

運
気
は
未
だ
本
格
的
に
は
回

復
し
て
い
な
い
が
、
慎
重
そ
し

て
大
胆
に
進
め
ば
目
的
に
近
づ

く
。
但
し
他
人
の
意
見
に
も
貴

重
な
事
柄
も
あ
る
。
総
て
無
視

す
る
の
は
大
損
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～～暦会館提供～

☆
一
白
水
星　

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星　

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

三
碧
木
星　

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星　

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星　

大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星　

大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生

☆
七
赤
金
星　

大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生

☆
八
白
土
星　

明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
生

☆
九
紫
火
星　

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

人身 3

死者 0

傷者 3

物損 21

町内交通事故発生状況
（平成22年 1月 31日現在）

人権相談人権相談

　日頃の悩みごと、いじめ、不登校、
体罰、その他人権に関する相談に人権
擁護委員が応じています。相談は無料
で秘密は固く守られますのでご安心く
ださい。

３３月２８２８日㈰は、
おおい町長選挙の投票日投票日です。

（大飯地域）　 午前７時から午後８時まで
（名田庄地域）午前７時から午後７時まで

投票
時間

投票日に仕事や旅行等により投票に行けない方
は、期日前投票ができます。

３月２４日㈬から３月２７日㈯
午前８時３０分から午後８時まで

※地域によって期日前投票所が限定されています。
　必ずお住まいの地域の期日前投票所へお越しください。

期間

場所
おおい町役場（大飯地域の方対象）
名田庄山村開発センター（名田庄地域の方対象）
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大
飯  

発
電
所

と
ぴ
っ
く
す

Topics

大飯発電所大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,251.3億kwh 8,098日

１号機１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,122.8億kwh 7,677日

３号機３号機 118万 KW 平成3年12月 1,519.9億kwh 5,386日

４号機４号機 118万 KW 平成5年2月 1,516.9億kwh 5,350日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 22年 1月末日現在の数値です。

第14回定期検査　　　　  　本格運転予定

本格運転中　 漏えい燃料特定調査に伴い停止中 

本格運転中　　    第13回定期検査予定

 月

2月 3月

本格運転中

平成22年

○６００系ニッケル基合金溶接部の応力腐食割れに
係る予防保全工事
　６００系ニッケル基合金が使用されている原子炉容
器出口管台溶接部について、溶接部全周を一様に研削
した後、耐食性に優れた６９０系ニッケル基合金で溶
接を実施します。また、原子炉容器入口管台溶接部、原
子炉容器炉内計装筒の内面および管台溶接部について、
表面の残留応力を低減させるためにウォータージェッ
トピーニング工事（※）を実施し、耐久性を向上させ
ます。

○耐震裕度向上工事　
　既設設備の耐震性を一層向上させるため、支持構造物を強化します。
○格納容器再循環サンプスクリーン取替工事　　　　　　　
　１次冷却材喪失事故時に格納容器再循環サンプスクリーンが異物混入により機能低下することを防止する観点から、ス
クリーンの表面積をより大きいものに取り替えます。
　また、同スクリーンを通過した異物が流量調整弁を閉塞しないよう開度（隙間）を大きくすることから、流量調整用オ
リフィスを設置します。

○１次系小口径曲げ配管取替工事　　　　　　　　
　海外のトラブル事象を踏まえ、１次冷却材系統につ
ながる曲げ配管のうち、芯金を使用して曲げ加工した
ものを、芯金を使用せずに曲げ加工した配管に取り替
えます。

○高サイクル熱疲労割れに係る対策工事　　　　　
　国内外におけるトラブル事象を踏まえ、２系列ある
充てん配管のうち、使用していない系列の充てん配管、
隔離弁などを撤去します。

スクリーンの取り替え

原子炉容器

　大飯発電所４号機は、平成22年2月7日から約5カ月の予定で第13回定期検
査を開始しました。この定期検査期間を利用して、各種点検や工事を実施します。

大飯発電所4号機の定期検査開始について
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な ご み

いきいき
 3月

まちの人口まちの人口
平成 22年 2月 1日現在　　（　）は前月比

保健福祉センター「なごみ」
なごみ保健課　☎77-1155(代 )

あっとほ～むいきいき館
保健福祉室　☎ 67-2000

■

　　1歳6か月児・3歳児健診 4日（木）

■ 12日（金）

■ 毎週木曜日

■

　　遺跡の里会館 3日（水）

　　坂本開発センター 9日（火）

■ 17日（水）

■ 5日（金）・19日（金）

休日在宅当番医

休日救急医療機関 小浜病院

■

　　2～3か月児・6～7か月児・1歳児健診 25日（木）

1歳6か月児健診 17日（水）

2歳児健診 11日（木）

3歳児健診 4日（木）

■ 19日（金）

■■ 26日（金）

■■ 24日（水）

■■ 18日（木）

■■ 26日（金）

あっとほ～むいきいき館あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
総人口　　　　　8,943　　　　　（－ 17）

   男　　　　　　4,338　　　　　（－ 15）

   女　　　　　   4,605　　　　　（－  2）

世帯数　　　　　3,180　　　　　（－  8）

  7日（日）高浜病院

14日（日）なごみ診療所

21日（日）  高浜病院

22日（月）高浜病院

28日（日）なごみ診療所

戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

赤ちゃん

平成 22年 1月 14 日から
 　　平成 22 年 2 月 10 日届出まで

たかさご

おくやみ

山田　円
ま る く

来　　  男　　秀紀・幸子　　　１の１区

時田　心
ここな

華　　  女　　晴和・有紀　　　１３区

渡邉　煌
おうが

駕　　  男　　吉久・真紀　　   駅前

伊藤　愛
あいみ

美　　  女　　茂明・ルシア　　青戸

福嶋　美
みさき

咲　　  女　　健一郎・貴美江　石山

荒木　眞
しんご

吾　　  男　　庸誉・礼江　　　１５区

桑田　二美枝　　85歳　　  女　    野尻

猿橋　陽　　　　84歳　　  男　    ５区

藤田　 　　　　70歳　　  男　    長井

新谷　きぬゑ　　92歳　　  女　    岡安

堂前　好夫　　　86歳　　  男　    名田庄久坂

本所　佐一　　　87歳　　  男　    名田庄三重

上原　誠一　　　79歳　　  男　    福谷

見城　一宣　　　68歳　　  男　    福谷

欠戸　直行　　　82歳　　  男  　  名田庄納田終

 岡田　浩平　　  名田庄三重
（植 ）彩乃　　  ( 京都府 )

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

ごめい福をお祈りします。ごめい福をお祈りします。

■納田終・井上・中地区 2 日㈫ 11日㈭ 19日㈮ 30日㈫

■坂本・西谷地区　　 12 日㈮ 18日㈭ 23日㈫

■下久田・久坂・下地区 4 日㈭ 9日㈫ 26日㈮

■三重・小倉・美川地区 5 日㈮ 16日㈫ 25日㈭
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◆
平
成
22
年
2
月
23
日
◆

編
集
後
記

広
報

▼
ち
ま
た
で
は
、
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
い
て
も
…

ホ
ッ
カ
イ
ロ
を
忍
ば
せ
、
冷
た
い

雨
風
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
取
材
を

し
て
も
…
こ
こ
最
近
風
邪
と
は
全

く
無
縁
で
し
た
。「
○
○
は
風
邪

ひ
か
ん
！
」
と
い
う
の
で
、
ま

さ
か
…
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
つ
い
に
私
に
も
風
邪
が
！
っ

て
〝
春
〞
な
ら
ま
だ
し
も
全
く
迷

惑
な
話
で
す
。
し
か
も
若
干
流
行

が
落
ち
着
い
た
今
頃
風
邪
を
ひ
く

と
い
う
▼
だ
け
ど
、
咳
が
ゴ
ホ
ゴ

ホ
で
も
、
鼻
水
が
ズ
ル
ズ
ル
で
も
、

声
が
ガ
ラ
ガ
ラ
で
も
、
残
念
な
が

ら
締
切
は
待
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん

（
体
調
管
理
も
社
会
人
の
勤
め
で

す
も
ん
ね
…
）
▼
〝
病
は
気
か
ら
〞

だ
と
思
っ
て
「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
」

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
た

ら
、
無
事
に
締
切
に
も
間
に
合
い

ま
し
た
▼ 

さ
て
、
今
月
は
ス
ポ
ー

ツ
の「
冬
」で
し
た
。
主
役
は「
秋
」

じ
ゃ
な
い
な
、
と
思
う
く
ら
い
ス

ポ
ー
ツ
行
事
が
満
載
で
し
た
▼
な

か
で
も
レ
ス
リ
ン
グ
の
和
田
さ
ん

の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
▼
「
自

分
に
厳
し
く
、
弱
音
は
吐
か
な
い
」

格
闘
家
ら
し
い
な
ん
と
も
男
気
の

溢
れ
た
言
葉
で
す
▼
子
ど
も
た
ち

の
心
に
も
響
い
て
い
る
と
い
い
な

▼
い
や
違
う
な
、
自
分
の
心
に
響

か
せ
ま
す
… 

。　
　
　
（
さ
ゆ
り
）

　
　
　
　

五
波
峠

お
お
い
町
と
京
都
府
南
丹
市
美
山
町
の
県
境
に
、

標
高
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
五
波
峠
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
こ
の
峠
を
越
え
て
、

若
狭
の
海
の
幸
が
京
の
都
へ
と
運
ば
れ
ま
し
た
。

名
田
庄
染
ヶ
谷
か
ら
美
山
町
へ
続
く
林
道
の
峠
付
近
に
は
、

ブ
ナ
の
白
い
樹
林
が
原
生
し
、

高
原
を
想
わ
せ
る
よ
う
な
趣
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

絵
・
文　
　
　

田
中　

洋
子

（
名
田
庄
挙
野
）


